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      令和６年千代田区議会第４回定例会議事速記録（第１５３０号）《未定稿》 
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１９番 小  林 た か や 議員 

２０番 林 則  行 議員 

２２番 桜  井 た だ し 議員 

２３番 秋  谷 こ う き 議員 
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    午後１時００分 開会・開議 

○議長（秋谷こうき議員） ただいまから令和６年第４回千代田区議会定例会を開会します。 

 これより本日の会議を開きます。 

 会議録署名員を定めます。会議規則第１２４条の規定に基づき、議長から指名します。１８番

岩田かずひと議員、１９番小林たかや議員にお願いします。 

 会期についてお諮りします。今定例会の会期は、本日１１月１３日から１２月３日までの２１

日間としたいと思いますが、異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） 異議なしと認め、決定します。 
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○議長（秋谷こうき議員） 樋󠄀口区長から、議会招集の挨拶をお願いします。 

    〔区長樋󠄀口高顕君登壇〕 

○区長（樋󠄀口高顕君） 令和６年第４回区議会定例会の開会に当たり、一言ご挨拶を申し上げま

す。 

 初めに、本区最大のスポーツのイベントであり、本区の地域コミュニティの象徴でもあります

区民体育大会についてです。 

 去る１０月６日日曜日、第６２回千代田区民体育大会が多くの区民の皆様のご参加の下、盛大

に開催されました。今年は前日の土曜日にかなりの雨が降りましたが、会場の外濠公園総合グラ

ウンドが人工芝化されていたこともあり、当日はグラウンドがぬかるむことなく、また、最後ま

で雨に降られることもなく、無事開催することができました。当日ご参加いただきました区民の

皆様はもとより、開催に当たりご尽力くださいました実施委員会の皆様、各連合町会の皆様、そ

して区議会の皆様に、この場をお借りしまして、心より御礼を申し上げます。 

 今後も、区議会や実施委員会の皆様をはじめ、広く区民の皆様からご意見、ご要望を受け止め、

６０年以上続く区民体育大会の伝統を守りつつも、千代田区に新たに越してきた方も、千代田区

で生まれ育った方も、多くの区民の皆様が楽しみ、親睦を深めることができるように取り組んで

まいります。 

 次に、日比谷図書文化館で開催中の特別展「夢二式モデルルームへようこそ！」について申し

上げます。 

 本区は、江戸由来の文化と、明治、大正から現代に至る文化が融合し、伝統的な祭礼文化や神

保町の活字・出版文化、秋葉原のサブカルチャーなど、様々な文化資源に恵まれています。日比

谷図書文化館では毎年様々に魅力ある企画展を開催し、区の歴史・文化・芸術の振興に寄与して

おります。 

 令和６年度は、大正時代を代表する画家である竹久夢二の生誕１４０年、没後９０年に当たり

ます。全国各地で夢二をテーマに展覧会が開催されていますが、一部、区の指定文化財にもなっ

ている貴重な夢二コレクションを所蔵する本区でも、展覧会を１１月２日から開催し、好評を頂

いております。 

 夢二の展覧会は、これまでも２回、区で実施しておりますが、今回は石川県にある全国でも有

数の夢二コレクションを所蔵する金沢湯涌夢二館の全面協力の下、ふだんは金沢でしか見ること

のできない貴重な資料を含め、ご覧いただくことができます。今後も、こうした取組を通して、

本区の文化・芸術の振興を図ってまいります。 

 次に、資源循環の取組について申し上げます。 

 年を追うごとに気候危機の影響が深刻さを増している中で、都心千代田のまちを持続可能なも

のとするためには、資源循環の取組も加速させていかねばなりません。本区においては、民間事

業者から排出される事業系ごみが約９割を占めていることから、排出量の多い事業系の紙ごみ、

食品ごみ等の削減に向けた新たな取組を進めていく必要があります。また、廃棄時の分別までを

意識した製品開発も重要です。製品のライフサイクルの製造段階、いわゆる上流でリサイクルや
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分別しやすい製品開発がなされるよう、今後、東京都とも緊密に連携しつつ、メーカーに対策を

促してまいります。 

 さらに、区民からのごみ削減のアイデア募集や、事業者とのごみ削減の情報交換の場を設定す

るなど、区民、事業者と連携・協同し、無駄や浪費をなくして、ごみを極力出さない、焼却量や

最終処分量を限りなくゼロに近づける、「ゼロ・ウェイスト社会」の実現に向けて取り組んでい

きたいと考えております。 

 また、ごみ出しのルールが徹底されていないことにより、一部地域ではネズミの発生が衛生的

にも問題になっていることから、ごみ出しルールの徹底に向けては、今後、条例改正による対応

も含め、検討する必要があると考えています。 

 また、千代田のまちを持続可能なものとするための取組としては、適切なサイクルでの建て替

えの促進や既存ストックの価値を維持・向上させるための対策が必要です。特に、住宅ストック

の約９割を占めるマンション対策は重要であります。資金、ノウハウに加え、区分所有者間の合

意形成の難しさなどもあり、老朽化マンションが増えています。そのまま放置すれば、外壁が剥

がれ落ち、ひいては倒壊の危険などにより周辺環境に影響を与えるおそれも懸念されています。

そこで、旧耐震基準のマンションの耐震化や老朽マンションの再生に向けて、支援の仕組みを検

討してまいります。 

 次に、まちづくりの取組について申し上げます。 

 本区は、現在、皇居となっている江戸城を中心に発展したまちをルーツとして、江戸の町割り

や緑と水辺の骨格を基盤としつつ、明治以降に進んだ首都機能の整備により、江戸の文化と高度

な都市機能や先進的な社会基盤を備えた風格あるまちなみが融合し、まち、人、モノ、コトの多

様性に富んでいます。 

 令和３年に改定した都市計画マスタープランでは、これらの多様な資源を結集して、都心生活

の質が豊かになる未来を創造し、将来像を「つながる都心」としました。その「つながる都心」

の取組の一つとして、人々の交流とにぎわいを創り出す「ウォーカブルなまちづくり」の活動を

推進し、取組当初からの考えであります、道路、公園、河川など、屋外空間の大切さ、そして、

人と人とが出会い、喜びや感動を共有するというリアルな交流の大切さ、この２つの価値観を大

切にし、都心千代田ならではの居心地のよい空間を形成すべく、まちづくりの取組を進めていき

ます。 

 また、都心における緑や水辺などの自然は、生活に潤いを与え、生物多様性や良好な景観形成、

防災性の向上など、都市の環境を保全する役割を担っています。 

 本区には皇居を中心とした生態系ネットワークが存在し、東京２３区の緑の大骨格を形成して

います。大手町の森や駿河台緑地などに加え、外濠、内濠のほか、神田川や日本橋川などの水辺

空間もありますが、その利活用は、まだまだ十分とは言えません。まずは、より一層、区有施設

の緑化を進め、民間ビルにも広げていくほか、区民や地域と共に進めるアダプト制度を活用して、

区内の多くの道路で緑を増やすなど、区内の緑化に努めてまいります。加えて、外濠見学会や民

間の取組と連携するなど、身近な自然体験の機会を増やすなどの取組を実施し、「緑と水辺がつ
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なぐ良質な空間」の創り出しにつなげていきます。 

 次に、公園・児童遊園等の今後の方向性について申し上げます。 

 公園・児童遊園等は、都市の緑化に不可欠な空間であると同時に、地域のコミュニティや子育

てのための大切な空間でもあります。 

 今夏、区の公園・児童遊園等では、安全に十分注意しながら、使用時間と区域を限定したボー

ル遊びの緩和、花火利用の拡大、酷暑対策のための日よけの設置など、新たな運用に取り組んで

きました。利用者にも一定のルールを守っていただきながらも、特定のニーズに応えること、こ

のことが公園の満足度向上につながります。こうした柔軟な活用方法などの取組を今後改定する

「千代田区公園づくり基本方針」に反映し、楽しく魅力的な公園づくりを目指してまいります。

加えて、飼い犬登録数の増加やペットの家族化が進展する中で、区施設を活用したドッグラン整

備を進めてまいります。今後も公園・児童遊園等では区民と協同しながら、公園づくりを行って

まいります。 

 次に、ＤＸの取組について申し上げます。 

 区では、令和４年４月に現在のＤＸ戦略を策定し、行政サービスの受益者である一人一人の対

象者を意識して、それぞれの方々が抱える悩みや不安の解決となるよう、ＣＲＭによる区独自の

ポータルサイトを開設しました。 

 ＣＲＭといいますのは、区民一人一人を個として捉える、カスタマー・リレーションシップ・

マネジメント、これによるプッシュ型のサービス提供を目指すものです。現在は、利用できる手

続の拡大を図っております。また、デジタルが苦手な方々も、ひとしくデジタルの恩恵を受けら

れるよう、スマホ教室などの支援も精力的に進めています。 

 ＤＸ戦略につきましては、現在、計画期間の満了に伴う改定作業を進めているところです。改

定に当たっては、ＣＲＭによる区民一人一人に合ったサービスをプッシュ型でお届けすること、

地域で活動する様々な主体が、価値観や意見、データ、モノ、事例など、様々な有形、無形の資

産を共有することで、地域がつながり、地域が一体となり、共に課題解決に取り組んでいくこと、

デジタル社会が進展しながらも、ぬくもりや人間味を感じられることなどを基本的な考え方とし

て、令和６年度中にまとめてまいります。 

 最後に、今回提案いたしました諸議案について申し上げます。 

 まず、契約案件といたしまして、（仮称）四番町公共施設新築工事請負契約の一部変更につい

て、（仮称）四番町公共施設新築電気設備工事請負契約の一部変更について、（仮称）四番町公

共施設新築空調設備工事請負契約の一部変更について、（仮称）四番町公共施設新築給排水衛生

設備工事請負契約の一部変更について、二七通り東地区歩道拡幅工事請負契約の一部変更につい

ての５件であります。 

 次に、区道廃止の案件といたしまして、特別区道の路線の廃止についての１件であります。 

 なお、会期中に、条例案件といたしまして、職員給与関連条例の各一部改正条例を追加してご

送付する予定でございます。 

 何とぞ、諸議案につきましては、慎重なご審議の上、原案どおりご議決を賜りますようお願い
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申し上げます。 

 以上をもちまして、令和６年第４回区議会定例会の開会のご挨拶といたします。 
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○議長（秋谷こうき議員） お諮りします。本日は以上で延会したいと思いますが、異議ありま

せんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋谷こうき議員） 異議なしと認め、決定します。 

 次回の継続会は１１月２１日午前１０時３０分から開会します。ただいま出席の方には文書に

よる通知はしませんので、ご了承願います。 

 本日は以上で終了します。延会します。 

    午後１時１３分 延会 


